
港湾政策の目指すべき方向性（整理案）

１．重層的で効率的な海
上交通ネットワークの
形成

２．新たな技術や産業を
生み出し、世界をリー
ドする産業・海洋空間
の形成

３．世界に誇る文化・交
流空間の形成

４．国民生活・産業活動
を守る防災拠点・
ネットワークの形成

①サプライチェーンの維持・効率化

④アジア・北米間貨物の取り込みによる基
幹航路維持・拡大

⑥アジア等との近距離航路網の充実

⑦海外の経済・輸送リスクへの対応強化

⑩港湾の情報化の推進

⑪港湾における技術開発とその伝承

⑭国際テロ等に対するセキュリティ強化

⑮港湾施設の老朽化対策

②産業政策との連携強化

⑯資源・エネルギーの安定的確保

⑰海洋政策等との連携強化

⑱地球温暖化対策等への貢献

⑲再生可能エネルギーの普及

㉑循環型社会への貢献

㉒海面処分場等の更なる利活用の促進

⑤海外の経済成長の取り込み

⑧各地域の港湾背後地の活性化

⑨賑わいのあるみなとづくりへの取り組み

⑳海域環境の保全・再生・創出

③太平洋側港湾と日本海側港湾の連携強
化

⑫今後想定される災害への着実な備え

⑬臨海部における防災機能の確保

○○○○

○○○○

＜具体的政策＞＜港湾政策の目指すべき方向性＞
（素案）

＜港湾の果たすべき役割＞
（論点案）
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平成28年7月4日
交通政策審議会
第64回港湾分科会
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